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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 13,056 △38.4 △870 ― △1,118 ― △829 ―

21年3月期第3四半期 21,191 ― 1,304 ― 870 ― 484 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △19.11 ―

21年3月期第3四半期 10.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 28,536 12,381 37.9 249.16
21年3月期 32,189 13,862 38.6 286.19

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  10,815百万円 21年3月期  12,424百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

現時点における期末配当予想額は未定であります。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,500 △23.0 △850 ― △1,200 ― △900 ― △20.73
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．期末配当予想額につきましては、今後の業績の見通しが極めて不透明であることから、現時点では未定とさせていただき、今後の業績推移や事業環境
などを勘案した上で、決定次第速やかに開示を行う予定であります。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等は、４
ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。また、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照
下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 45,106,764株 21年3月期  45,106,764株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  1,698,615株 21年3月期  1,693,949株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 43,410,052株 21年3月期第3四半期 44,148,555株
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当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国を中心とした新興国の堅調な景気回復を背景に

輸出は回復傾向にある一方で、設備過剰感による投資の抑制、雇用情勢の停滞、円高局面の継続など、未

だ厳しい状況が続きました。 

当油圧業界におきましては、平成21年10月から12月までの出荷額は、前年同期比28.7%減の584億6千万

円に留まりました。 

このような状況下、当社グループは、国内外の既存・新規顧客への積極的な拡販、量産低価格・グロー

バル対応の新商品の開発・市場投入などにより売上確保に全力をあげて取り組みましたが、在庫調整進展

の遅れ、設備投資の延期・凍結などの厳しい状況を受けて、当第3四半期の連結売上高は130億5千6百万円

と前年同期比38.4%の減少となりました。 

損益面では、引続き緊急コスト削減策による人件費・経費の圧縮、生産性の改善や原価低減活動などの

コスト削減に注力いたしましたが減収による限界利益の減少と円高に伴う為替差損の影響などにより当第

3四半期の連結営業損失は前年同期に比べ21億7千4百万円の減益となる8億7千万円、連結経常損失は同19

億8千8百万円減益の11億1千8百万円、連結四半期純損失は同13億1千3百万円減益の8億2千9百万円となり

ました。 

なお、当社の子会社である韓国油研工業株式会社及び油研液圧工業（張家港）有限公司を今年度連結会

計年度より連結子会社としております。 

  

当第3四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末から36億5千3百万円減少し、285億3千6百

万円となりました。増減の主なものは、流動資産では受取手形及び売掛金が22億4千6百万円減少、たな卸

資産が10億8千2百万円減少、固定資産では有形固定資産が6億4千4百万円増加、投資有価証券が15億9千4

百万円減少しております。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ21億7千1百万円減少し、161億5千5百万円となりました。増減の

主なものは、支払手形及び買掛金が13億2千3百万円減少、短期借入金が12億7千6百万円減少、長期借入金

が5億7千9百万円増加しております。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ14億8千1百万円減少し、123億8千1百万円となりました。利益

剰余金が14億5千2百万円減少しております。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.7ポイント減少

し、37.9%となりました。 

（キャッシュ・フロー計算書） 

営業活動によるキャッシュ・フローは15億8千万円の収入となりました。収入の主なものは、減価償却

費6億4千5百万円、売上債権の減少29億9千2百万円、たな卸資産の減少18億5千万円等であり、支出の主な

ものは、税金等調整前四半期純損失11億2百万円、仕入債務の減少25億4千6百万円等であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは3億8千7百万円の支出となりました。支出の主なものは、有形固

定資産の取得4億7千3百万円等であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは9億9千9百万円の支出となりました。収入は、長期借入金の純増

額（返済による支出との純額）12億3千2百万円であり、支出の主なものは、短期借入金純減額20億8千1百

万円等であります。 

この結果、当第3四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べて2千

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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9百万円増加し、38億2百万円となりました。 

  

今後の見通しにつきましては、国内は、足許、一部で在庫調整の進展、生産回復の動きが見られ、海外

は、中国・アジア市場向けの受注額が堅調に回復していることから、現状、業績は回復しつつあります

が、全体としては未だ厳しい需要環境が継続するものと思われます。 

当社グループといたしましては、直面する厳しい事業環境を乗り切るため、あらゆる経営努力を傾注し

て国内外の顧客拡大、海外市場展開の強化に取り組むとともに、生産性の向上、原価の低減、固定費の削

減を徹底し、高収益基盤の確保に努めてまいります。 

しかしながら、設備投資の低迷や、厳しい経済状況の急速な回復は望めないと見込まれるため、平成22

年3月期の通期業績予想につきましては、平成21年10月8日に公表しました業績予想を修正し、グループ全

体で売上高195億円、営業損失8億5千万円、経常損失12億円、当期純損失9億円としております。詳細につ

きましては、本日（平成22年2月12日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  
  

 該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

 実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法

によっております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価格を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間

按分する方法によっております。なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して計算する方法によっております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 税金費用の計算については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

⑤未実現損益の消去 

 四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見

積って計算しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

- 4 -

油研工業(6393)　平成22年３月期　第３四半期決算短信



５【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,376,540 4,198,463

受取手形及び売掛金 8,251,150 10,497,747

有価証券 37,854 7,485

商品及び製品 2,638,996 3,230,904

仕掛品 1,301,811 1,131,931

原材料及び貯蔵品 2,053,308 2,713,846

その他 742,297 1,057,417

貸倒引当金 △244,777 △256,456

流動資産合計 19,157,180 22,581,340

固定資産   

有形固定資産 5,894,953 5,250,310

無形固定資産   

のれん 126,573 －

その他 81,260 52,550

無形固定資産合計 207,834 52,550

投資その他の資産   

投資有価証券 1,568,508 3,162,886

その他 1,728,514 1,161,754

貸倒引当金 △20,811 △19,487

投資その他の資産合計 3,276,211 4,305,154

固定資産合計 9,378,999 9,608,015

資産合計 28,536,179 32,189,355

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,722,785 5,046,246

短期借入金 2,901,744 4,177,750

引当金 55,559 297,178

その他 786,127 905,249

流動負債合計 7,466,216 10,426,425

固定負債   

長期借入金 6,210,043 5,630,091

退職給付引当金 2,201,615 2,158,045

負ののれん － 3,234

その他 277,193 108,986

固定負債合計 8,688,851 7,900,357

負債合計 16,155,068 18,326,782
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,109,101 4,109,101

資本剰余金 3,853,007 3,853,007

利益剰余金 4,258,360 5,711,013

自己株式 △459,243 △458,540

株主資本合計 11,761,226 13,214,581

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 87,219 100,893

繰延ヘッジ損益 32,620 △27,801

為替換算調整勘定 △1,065,480 △863,478

評価・換算差額等合計 △945,640 △790,386

少数株主持分 1,565,526 1,438,377

純資産合計 12,381,111 13,862,572

負債純資産合計 28,536,179 32,189,355
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(2)【四半期連結損益計算書】 
   【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 21,191,876 13,056,684

売上原価 15,978,622 10,638,587

売上総利益 5,213,254 2,418,097

販売費及び一般管理費 3,908,294 3,288,994

営業利益又は営業損失（△） 1,304,960 △870,897

営業外収益   

受取利息 21,754 2,296

受取配当金 43,312 30,267

有価証券売却益 603 26

負ののれん償却額 3,234 －

雇用調整助成金 － 106,979

その他 112,541 58,608

営業外収益合計 181,447 198,177

営業外費用   

支払利息 169,316 194,772

為替差損 382,007 230,478

その他 64,826 20,425

営業外費用合計 616,150 445,676

経常利益又は経常損失（△） 870,257 △1,118,396

特別利益   

投資有価証券売却益 － 9,662

貸倒引当金戻入額 5,900 8,104

賞与引当金戻入額 5,862 118

特別利益合計 11,762 17,884

特別損失   

役員退職慰労金 21,350 －

固定資産売却損 955 1,091

差入保証金売却損 － 1,150

特別損失合計 22,305 2,241

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

859,714 △1,102,753

法人税等 285,240 △325,513

少数株主利益 89,614 52,338

四半期純利益又は四半期純損失（△） 484,860 △829,578

- 7 -

油研工業(6393)　平成22年３月期　第３四半期決算短信



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

859,714 △1,102,753

減価償却費 587,735 645,835

のれん償却額 － 37,891

負ののれん償却額 △3,234 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,968 △16,230

退職給付引当金の増減額（△は減少） △62,335 32,226

受取利息及び受取配当金 △65,067 △32,564

支払利息 169,316 194,772

為替差損益（△は益） 6,903 △14,001

売上債権の増減額（△は増加） 324,480 2,992,792

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,879,585 1,850,135

仕入債務の増減額（△は減少） △308,456 △2,546,887

その他 △193,781 △173,411

小計 △571,279 1,867,804

利息及び配当金の受取額 63,645 32,719

利息の支払額 △150,773 △179,861

法人税等の支払額 △709,882 △139,769

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,368,290 1,580,893

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 33,359 26

有形固定資産の取得による支出 △860,995 △473,558

有形固定資産の売却による収入 1,844 39,022

投資有価証券の取得による支出 △279,121 △154,227

投資有価証券の売却による収入 30,288 154,745

貸付けによる支出 △174,000 －

貸付金の回収による収入 1,658 3,634

その他 △119,418 42,530

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,366,384 △387,825

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,095,653 △2,081,831

長期借入れによる収入 1,300,000 2,150,000

長期借入金の返済による支出 △903,489 △917,782

自己株式の取得による支出 △229,389 △702

配当金の支払額 △316,706 △129,762

少数株主への配当金の支払額 △46,061 △18,951

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,900,007 △999,030

現金及び現金同等物に係る換算差額 △203,847 △164,516

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,038,515 29,520

現金及び現金同等物の期首残高 3,717,684 3,424,294

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 81,887 348,687

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,761,056 3,802,502
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 該当事項はありません。 

  

  

事業の種類として「油圧機器事業」および「その他の事業」に区分しておりますが、全セグメントの

売上高の合計、営業損失および全セグメントの資産の金額の合計額に占める「油圧機器事業」の割合が

いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……台湾、香港、インド 

 (2) その他……イギリス 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……台湾、中国(香港)、インド、中国(張家港)、韓国 

 (2) その他……イギリス 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

アジア
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

14,738,352 6,287,979 165,545 21,191,876 ― 21,191,876

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,574,341 943,088 ─ 3,517,430 (3,517,430) ―

計 17,312,694 7,231,067 165,545 24,709,307 (3,517,430) 21,191,876

営業利益 1,040,341 235,794 16,419 1,292,555 12,404 1,304,960

日本 
(千円)

アジア
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

7,834,726 5,079,998 141,959 13,056,684 ─ 13,056,684

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,412,128 738,383 ─ 3,150,512 (3,150,512) ─

計 10,246,855 5,818,382 141,959 16,207,197 (3,150,512) 13,056,684

営業利益又は営業損失(△) △1,036,830 243,242 △17,286 △810,874 (60,022) △870,897
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前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……中国、台湾、インド、韓国 

 (2) 北米……アメリカ 

 (3) ヨーロッパ……イギリス 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……中国、台湾、インド、韓国 

 (2) 北米……アメリカ 

 (3) ヨーロッパ……イギリス 

  

  

 該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 7,606,583 242,433 138,749 174,527 8,162,293

Ⅱ 連結売上高(千円) 21,191,876

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

35.9 1.1 0.7 0.8 38.5

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 5,202,682 111,683 118,258 69,947 5,502,572

Ⅱ 連結売上高(千円) 13,056,684

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

39.8 0.9 0.9 0.5 42.1

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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